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抄録

本研究では，認知症高齢者に対し，精神療法的ないしや理・社会的アプローチを行うことを非薬物療法とし

て捉え，認知症の中核症状である認知機能に蕉点を当てて コラージュ療法の非薬物療、法としての意義につい

て臨来的介入の結栗から分析・考察した。対象は 老人保鍵施設の認知症エワアに入所中の 12名である。月 2

回， 6ヶ月間，音楽療法とコラージュ療法を併罰した活動を行い，その効果を HDS-Rおよびコラージュ観察評

倍スケールを用いて評面した。その結果(分析対象は9名)， ADの2名を除く 7名中 6名は分入後の HDS-R得

点が増加した。また，対人交流の活性化や活動への注意・関心の高まり 感J清の安定化が認知機龍の維持・改

善に寄与することが示された。コラージュ療法の作業過窪と制作された作品の惑想から満足感や達成感，醤想

などによる感情の、造化と安定が国られ，行動の変容に繋がるなど非薬物療法として有意義であることが示され

たc
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I 緒言

認知症，特にアルツハイマー病(以下ADと略)の

予防や進行速度の低下を目指すに誌 現段階で試薬物

療法芝けでは不十分で 非薬物家法と組み合わせた総

合的な取り組みが盛要に立っている O 認知症高齢者へ

の非薬物療法には その焦点を行動ー感情・認知・頼

激に当てる 4分類があり心 何を主な目的とするかに

よって議々な具体的介入法が開発されて今日に至って

いる。いずれに集点を当てたものであって毛，アプロ

ーチに共通した目的は患者の QOL向上である O ここ

では，精神療法的ないレ心理・社会的アプローチを行

うことを非薬物療法として捉え 老人保健施設(以下

老鍵施設と略)の認知症エリアに入所中の高齢者を対

象とした芸術療法 (r音楽療法とコラージュ療法を併

用J)による介入を指すものとする O 米国精神室学ガ
イドラインによるとして野村 2)の挙げる認知症高齢

者への心理・社会的アプローチの種類の中で，芸指療

法は刺激に焦点を当てる分入法に分類されている O そ

の中の音楽療法は 1970年代に認知症の支援法として

具体化されているが元村3)，ま音楽療法が認知症者

のBPSD注1)症状に有効で、あるのかについては明らか

ではないがワラックスの作用があることや，言語的な

認知に比べて音楽の認知が先較的末期まで保たれるた

めに効果があるとする説もあることを述べている。

一方のコラージュ療法は 1970年f-tに米国で精神
障害者の評価法として始まったが，我が国で，現在発

展している個人心理療法として生まれた (1987年頭)

コラージュ療法と泣巨的を異にしている Gわが国での，

コラージュ療法を認知症者に実施した先行研究として

は石崎の報告 4)5) 6) .があるが 説作された非品を分析

した結果の有用性や表現特徴について述べているもの

であり，今回，筆者らが目的とする“臨床的に分入法

として用いた効果を実証する研究"ではないと思われ

る。

吾楽もコラージュも芸術で毒号 この二つの静用に

よる介入を芸術農法と位置づけるなら，認知症高齢者

の集団に対する弦間のの芸稿、療法 (r絵画・造形察法J
を指している)のB的についての考察が参考となる O

そこでは①患者の内面を理解する，②認知言語へのリハ

ピリテーション，金情動の賦活・解放，④患者同士の

つながりを深める，⑤生活にリズムを与える，などが

考えられている O この 5つの効果は，対象誌異なる

〈慢性統合失調症者)が山本ら 8)が行った音楽とコラ

ージュを併用して樗られた効果とほとんど同じである

ことから，今回も同様の効果が期待できると考えた O

ワラックスの作用を期待して先に畜楽察法を実撞し，

引き続いてコラージュ療法を施行するという介入法で

ある O この心理・社会的アプローチを認知症高齢者に

行うには，コミュニケーションを通しての信頼関係が

基本で為るが，先行研究8)の結果では，音楽療法によ

るコミュニケーションの変容は観察が困難であった。

建って，本研究で誌研究者が参加観察して対象へ

の橿人的関与が大きいコラージュ療法を取り上げ，認

知機議への効果を明らかにするとともにコラージュ療

法の非薬物療法としての意義について考察することを

目的とした。今回得られた結果は，今後も増え続ける

ことが予溜されている認知症高齢者の看護支援の一指

標として罵待できると考える O

注1)認知症の 90%の症関でみられるとする苛動・

心理症状:Behavioral and Psychiatric Symptoms 

of Dementia (BPSD) 

亙目的

母音楽療法を併用したコラージュ療法の認知機能への

効果を明らか;こする O

②コラージュ療法の認知症高齢者への非薬物蒙法とし

ての意義について考察する O

韮方法

1 研究対象

研究対象誌， A老鍵施設(認知症エリア)に入所中

の高齢者であり，言語によるコミュニケーションが可

能で，退所促進を留りたい候補者を看護師長が選択し

たσ 挙げられた 12名の対象とその家族ヘ誌，研究の

主旨， 13的，方法および研究論理に基づく内容説明を
文書および口頭で行い 文書による研究参加への同意

を得た。しかし，そのうち 3名が退所や状態不調で参

加回数が 6 回以下となったため徐き，残~ 9名を分

析・考察の対象としたc その内訳は男性2名・女性7

名，年齢は 81.9土 8.5裁で品り， r認知症老人の日常
生活自立度jはIが3名・五が2名・置が4名で為っ

た。

2 研究期間・実施場所

2006年 10月一 2007年4丹(月 2回，編週，合計

12回) . A老健施設の 2階ネーん

3 研究方法

1)臨沫的介入

音楽療法を併用したコラージュ療法による非薬物療

法を 12名の認知症高齢者に実施し 研究者らが参加

観察して樗たd情報を分析・考察した。活動は，同じ曜

日の 9: 30 -12 : 00 (音楽療法30分，移動とコラ

ージュ療法部分，残りは片付けおよびミーティング)

であった。観察者は，大学教員 2名，音楽察法士2名，

看護師・分護士各1名および看護師長で，その中の一

人{大学教員)がりーダーを務めた。

戸。
A
喧
1
i
 



人間と科学 県立広島大学保健福祉学部誌 8(1) 145 -155 2008 

(1)音楽療法

音楽療法は，音楽療法士2名が交代でピアノり伴奏

と進行役を務め，華盟国じ始まりの歌 f世界の国から
こんにちはJの歌唱・「青い山脈jを歌唱し立がらフ
ワフサグッパ_9) ・季諦の歌の歌唱・トーンチャイ

ムの合奏・手話歌・経わりの歌「タ競け小競けjの流

れで実施した。地の研究者2名は，対象とともに参加

し，必要時，分入しながら各自夫々が対象者の観察を

行った。日常の状態を把握している看護師らは，参加

の輪の外で見回与ながら全員の観察を行った。

(2) コラージュ農法

コラージュ察法は 予め貼る素材(写真や絵左ど}

を切り抜いたものを籍に入れて準講しておく「コラー

ジュボックス法jを用いた。素材内容(パーツ)は，

人物，動物，自然風景や植物，建物や室内，物品など，

乗り物，食物，キャプション(文字)の8謹類である。

座霜誌冨定席とし，参加者全員の顔が見えるようにテ

ーブルを囲む形に部費した。コラージュ作業中は，研

究者4名がそれぞれ特定の対象 2-3名を受け持ち，

ワーダーの教示後にパーツを選択，切り合わせ，貼り

合わせ，作品ができあがったら題名をつけ，裏面に作

成年月日と氏名を記載するという一連の過程を，自主

性を尊重しつつ不安の無いように関わり，自尊惑情に

配恵、した最小限の介入で、支援しながら観察を行った。

また看護師 1名は全員の様子を周囲から観察した o 1 

時間を限度に作業は終了とし 耕作された作品をリー

ダーの司会のもとに各自が11直次感想、とともに披露し

た。司会者は全員に肯定的立コメントと賞賛のことば

を返し，対象が自植の作品を観賞し，認め合い，括手

し，惑情の共有を留る場となるように雰国気づくりを

心がけた。

(3)信報収集

音楽療法場面では 大学教員 2名および看護師らが

観察した対象の言動を「グループセッション観察表j

を用いて記録し， r膏楽活動評価卯辰山式J~二基づい
て評価した。コラージュ療法場面で、は，大学教員 2名，

音楽療法士2名が夫々受け持つた対象の，看護婦らが

対象全員について 観察した言動を fコラージュ観察
評語スケーんjに基づいて評舗・記録した G

毎回終了後に研究者・協力者全員が集まり，その日

得られた情報を照合し統一するためのミーテイングを

行った。観察者による情報の編りを排除し，分析の対

象とする情報の客観性，妥当牲を図るE的で品る O ま
た対象をより深く理解するために，日常の言動と療法

場面の状態について各自の観察で樗た情報を交換し共

有するとともに，認知痘高齢者への関わり方について

ワーダーによる助言，指導が行われた。

2)評価法と分析

評価は，以下の評価尺度を用いて行った。

①吾楽療法は， rグjレープセッション観察表J. r療育
音楽基本調査J-r吾楽活動評錨卑辰山式jをf吏屈し
たが，今回の研究では分析・考察の対象としない。

②コラージュ濠法は， rコラージュ観察評価スケーん
(東大式観察評価スケールを参考に山本が作成)Jを

用い，言語的コミュニケーション，非言語的コミュ

ニケーション，注意・関心，感惜の4項目について，

下泣5項目(結果で説明)を0または1で評錯し加

葬したものを夫々の得点、とした。得点が高Lヰまど良

好である。

担し，コラージュ観察評価スケーんは，前半事で

上記のように評価し その後半部では写真の選択・

切断・配置ー題のつけ方や惑想主どに関する対象の

言動を観察項目に沿って記録する構成となっている O

③改訂長谷川式簡易知龍評価スケール (HDS-R) 芸

街療誌開始前と経了時に測定した。

④呂本語版BehavioralPathology in Alzheimer's Disease 

(BEHA VE -AD) 10) -主補療法開始前と終了時に

実施したc 各対象の日常生活について教員 2名が看

護部・介護士から同乙対象について夫々聴き取り，

持た結果を照合して確認し評掘した。

②-@・④から存られた評価結果およびコラージュ

察法場面で寄られた参加観察記録を研究データとし，

大学教員 2名で話し合いながら，データ整理と分析を

有った。

U 結果

1 コラージ‘ュ観察評倍スケールの得点{図1-4参擦)

コラージュ親察評価スケーんの得点については，項

弓ごとに作業の前期 (1-4回目) ・中期 (5-8回

目) ・後期 (9-12回目)の平均をとり，その変化

を国 1-4に示した。

なお以下，下位項目の内容辻各項巨の援に付記し

た。

1 )言語的コミュニケーション:挨拶・参加者への話

しかけ・話題に持した発言・毘じ話を繰呼返さず・

話のまとまり

A . B -D -1 は， r按拶J，r参加者への話しかけj
が増加した。しかし， C . D . Pでは「挨拶」ゃ

f参加者への話しかけ」が増えるにつれて「話題に却
さない発言J，r毘じ話の繰り返しJ，r話のまとまり無
さJも同時に吾立つように主り，中期や後期での合計
得点減少につながっている o E . G -耳は全期聞を

通して合計得点にほとんど変化はなかった。

2)非言語的コミュニケーション:参加者への気配ち・

話に耳を傾ける・身振り等の表現・笑顔や微笑み・

自然な表構

ヨ以外の対象は，前期と後期で合討得点に;まとんど

差はなかった。 A-E'Pではコラージュ作業への集

ヴ
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図2.非言語能コミュニケーションの得点変化(各需の平均彊)
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c-p以外の対象は全期間を通じて活動に対する注
意・関心が高かった。 cは「注意散漫で、なLリ， r眠そ
うでなpJ，r活動への興味J泣持続したが， r底、答の
不適切さjや「話題から逸れる」が増加し，中期・後

期の会計得点が減歩となった。 pは中期・後期にかけ

-148ー

中度が高まった中期に「参加者への気配りJ，r身振り
等の表現jが減少した。B'ま前期に見られなかった
「参加者への気配りjなどが中期・後期と増加した。

3)注意・関心:注意散漫でない・眠そうでない・話

題等から逸れない・適切な底、答・活動への興味
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て f注意散漫jや「話題から逸れる」が減歩G，I活
動への興味」を示すように立った G

4)感清:不安で立い・持うつでない・苛立ちない・
場に即した惑情表出・自黙でくつろいだ感じ

F以外の対象は全期間を通して 迂迂惑情の良い状

態を保っていた。 C.D・F . G . 1では初回に見

られた「不安な表情jや「苛立ちjが速やかに泊失し

た。またFでは中期以降 f場に却した感信表出Jr自
然でくつろいだ感じjが多く見られるようになったc

立お，上記は下位項目の有無での評極で島り，観察上

では全対象で「参加者への話しか汀jや「参加者への

気配りJ，I話に耳を傾けるJ，r笑顔や撤笑みJの頻度
が増え，対人交流が増加した。中期以持，七ッション

を待つ簡にも談笑する姿が見られ，音楽療法からコラ

ージュ察法に移動する際には，自発的に手をつなぎ，

車椅子を押して助け合うようになった。セッションが

終了すれば，それ自体を容れている参加者が，日常場

面でもセッション仲間の不在を心配したり，参加へむ

声かけにスムーズに応じるようになった。

2 コラージ、ユ作業過程と作品に晃られる言動の変化

コラージュ作業過程における対象の言動と作品に見

られた特徴について述べる O なお 対象を受け持った

音楽療法士および大学教員を Th.{therapistの略)と表

したc

A 開始当初は Th.'こ伺をするのかを問う場面が見

られたが， 3回目からは岳発的に写真を選び， 6田昌

以降「革むを選ぶとそれに合う「女性jと「バッグj

を探すなど，意図的に関連性ある素材を選ぶように立

った。作品の題も“旅行"とし それにまつわる楽し

かった思い出や昔の生活が語られたり，“散歩行く円

と題した作品では夫への思いや夫婦で散歩した場面が

語られるなど，回想から物語性が見られるようになっ

た。選んだ写真から次々に連想して「子どもjの次に

rmJを選び，次いで「花;こは団子だね。jと言い立が
ら「海苔巻きの折り詰め」を選ぶなど，テーマ性やま

とま与がある作品へと変化した。それと並行して非業

開始前やコラージュ制存中に他の参加者との交流が毘

られ，他者への思いや与や気遣いが多く見られるよう

になった。隣席の Iと互いの作品を見ながら「どこか

へ行きましょうや，花見。ワインもよばれたらいいおJ
など話が弾み，会話が作品の千メージを拡げる刺激と

なっているように惑じた。終了後の感想、は，初留から

「よかったJ，rまたやりたいJ，rうれしpJであった
が， r頭の回転ができたJ，r勉強に立ったJ，r晴れ晴
れとしたよい気持ちです」などの表現が加わった。

B 1・2回は，貼る素材を自分で選ぶことも構成

することも困難で戸惑いが見られた O τh.が提示した

中からやっと写真 1校を選び貼っていたが， 4回目以

後は自ら籍から取り出してそのまま貼るように立っ

た。集中力が出てきた 8回呂からは，鉄で素材の形に

沿って切り抜くように立った o 8回吾に一度，手元に

集めた写真をただ眺めている様子に Th.h~声をかけた

が，すぐに非業を思い出したのかさっと貼ることがで

きた。 9回目には「ここ拐っていいですか，切ってい

いです。」と自問自答している様子が見られた。 10回

目は気に入りの写真を選び 「どうしましょう"Jr回
りますJ と言いながら切り抜いていたのが，それ以
降は支援なく作業ができるようになった。ただ，台紙

から素材がはみ出すのをどう収めるかに戸惑う藤子が

見られた。[制撮姿の男子学生jの白黒写真に見入り，

兄弟のことを話すなど昔の記樟が蘇った様子で，それ

以後は気に入りの写真を見つけると，それにまつわる

想い出を語ることが多くなった。 f下品に題をつけるこ
とは最後まで困難であったが 隣痛の仲間の助けをニ

コニコと受け入れていた。関始当初は控えめで他者と

の交、流は受身的であったのが 8回目からは作業開始

前から楽しそうに話す場面が見られた。初回の感想は

「那になpJで品ったが， 2回目からは「満定J，Iと
ても楽しかった」になり， rとっても楽しかったJ， 
「ものすごいよかったよJ，I勉強になるからあ乃がた
いですJ，Iまたや号たpJ，IうれしLリと変化した。
C コラージュ制作の教示が理解で、きず， Th.が本

人の意思を確認し立がら一緒に行うような関わりが最

後まで必要であった。素材選びゃ糊付けにも戸惑い，

時間を要したことに苛立って 貼った写真を途中で引

き剥がす行為が見ちれたが，徐々に作業に積れ， τh.

の促しに[どれがいいかねえ。jと興味を示すように

なった。鎮の使用は讃極的で初回から憲材の形に切

り抜くことができたが 明り進むと女性の顔と髪を切

り離す立ど，全体との関連から部分を認識することが

でき立い状態であった。 G回目以降は集中できるよう

にな号，何度も Th.に確認しながら切り抜いて， 8回

目からは台紙に貼れるように立った。また Th.のサポ

ートに「お宅がちゃんと言ってくれるから，ありがと

う。jの言葉も聞かれた。この変北に伴い，惑想、も

「どうでもいいJ，IやりたくなpJ，Iよくわからんj
と言っていたが， Iわぢと良かったよJ，Il互いですよ，
きれいだしJ，rたのしLミJ，Iこういうところが良かっ
たjと変北した。初回から倍の参加者に話しかけるこ

とはなく Th.との会話でも話にまとまりがなかった

が， 5田Eに隣席仲間の話しかけに応じて作品を見せ

合い，それ以後，勉者の作品を褒める，自分の作品に

ついて話すなど交流する場面が少し克られるようにな

った。意味不明な発言も最後まで続いたが， 6自白の

作業開始時に τh.を見て「覚えとりますoJと応答し，
8回目以降は眼鏡をかけて参加するといった変北が見

られた。

D 初回は制作の取り掛かりに時間がかかり， r男
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性jの写真1枚を形に沿って切り台紙に貼り付けたが，

気に入らず引き剥がした。 Th.の援助で貼り立おした

後も「私がやったんじゃあ立い 入のよ。jと言って

いた。 3酉目以降は熱心に素材を選ぷものの吾移りし

て決めかね，投げ出しそうに主る様子が晃られた。

「どうでもええが やってくださいよJ と「どうでも
いいけど。」を連発しながら ああでもないこうでも

ないと独語し，それでも熱心に取り組んだ。 7回目か

らは 1人で選び，投げやりな言葉が全く聞かれなくま

った。感想も「なんとも思うとらんのじゃがjと言っ

ていたのが「ありがたいことであ号ますJ，Iうれしい
ね，美しいねjなどに変化した。鋲は初回から使って

いたが， 7回目から熱心に素材の形に沿って切るよう

になち，写真聞の関連性も見られるようになった。し

かし，縮かい部分へのこだわりが目立ち，人形と前掛

けを切り離すまど，部分を全体と関連付けて認識でき

ていないと思われる特徴も見られたc 回を重ねるごと

に写真や作品に関した独り言が増え， Th.とだけでな

く勉の参加者にも盛んに話しかけ作品の題をつけてあ

げるなど，対人交流がより活発になっていった。気に

入りの写真1枚からつけていた題も，“動物の展覧会"

というように素封全体を表すものに変化した。

E:初回から比較的スムーズに作業でき，写真8枚

を用いて中央に「赤ん坊に笑いかける老齢男埜Jを記
した“お父さん〈夫)"を制非した o 1入で黙々と熱

ゃに取り組み， Th.は見守るだけで援助は不要であっ

た。しかし 5回冒頭から 籍から取り出した素材を独

り占めして手元に集め，貼ることができず，構成に時

間を要するため譲乱し立いよう分入が必、要と立った。

1枚を除く全作品;こは「男性JI神社仏語JI仏橡ー{曽
f呂JI花jが用いられ題は“お墓参与"“お寺参与"
とつけられた。制作後の惑懇では親指を立てて fこれ
〈夫)の墓参りになか立か行けなくて。ごめんねJ と
まだ現役で仕事していると思っているようで，亡き夫

への許しを乞う言葉が毎国述べられた。凡i様面な性格

や執掲さが作業過程と作品に見られた。非常に集中し

非業に没頭するため他者交流はあまりなかったが，

fとても楽しかったJ，r何回でもやりたいねえJと満
是気であった。特定の対象と隣り合おせに座りたい，

離れたく主いと訴えがあり，後期では作業開始までに

も他者交流が見られるようになった。

F: (7回目i主体調不良で大席。 9回目の参加後に

退所。)B常的に誹掘があり翠ち着かないと開いてい
たが，音楽・コラージュ療法中に中座することは立か

った。コラージュ制作で、は，開始当初，写真選びにも

戸惑い， rあなたやって。jと依存的であった。 2回目
は鋲を使わず「手が動かないJ と苛立ち，杭に頭を
ぶつけようとする仕草が見られたが， 3 [!!J目以降は

「ちょうどいいのがあった。」と嬉しそうに写真を選び，

糖付けや貼り付けも自ら行うように立った。銃を用い

て物の形に沿い丁事に切るなど集中力が持続し，意極

的に立ってきた。日常生活で泣他者交流は誌とんどな

かったが， 4回目以後，他者の作品(道後謹泉)を見

て， r道後塩泉は四国よJ と発言するなどの場面が見
られた。 Th.にはその前から「卑しいけん食べる物ば

っかりよ。J，r息子が飛苛機に乗って ---0J， rお菓子が
食べたい。コーヒーも飲みたい。jなど，写真から連

想した思いや欲求を表現するようになった。 5[!!J目に

以鋒「馴染みになりましたねJ とか「先生，ちょび、
っと覚えているよ。Jと言い 制作後に席を立ってリ
ーダーに作品を渡し また属に戻るなどの様子が見ら

れた。

G 教示しただけですぐにコラージュ制作にかか

号，セッションを通して援助は不要であった。最初か

ら興味を持っていたようで集中度は高く，回を重ねる

に連れて，物の形に沿った切り抜きや重ね貼りを鏡う，

写莫を貼る角度に変化をもたせて動きを表現するなど

非品表現に工夫が見られるようになった。題も切り抜

き写真の 1枚からつけていたが，“乗り物の移り変わ

η"“動物愛護"など素材全体iこ自分の惑覚を合わせ

たテーマ性のあるものに変北した。寡黙な'性轄でTh.

の声かけに車、えるだけであったが 3国自の作品紹分

で笑顔が見られて以後，自分から Th.lこ話しかけたり，

臨時の Cに挨拶し作品を分して話しかけたり，作品

を褒め合って談笑していた。また作品からの回想、も見

られるようになった。感想は全期を通して fえかった

ですJ，r好きなのが貼れてうれしpJ，rこういうこと
をやるのがうれしい，またお願いしますJ，r楽しいで
すjと肯定的で品った。

H:全期を通して作業過寝への援助は全く必要なか
った。作品制作が楽しみで 必ず季節を少し先取りし

た写真を選び，想、いを込めた題をつけようとする様子

が見られた。初めは写真2枚を並置した作品に二つの

題をつけていたが，次第に考えが統合され， 10回目

には作品とぴったりした和歌も添えられる立ど，さら

にテーマ性のある作品となった。写真の切り方や講成

には細部に拘らない大らかさが毘られたが，回を重ね

るごとに柔軟で独創的な表現が見られるようになっ

た。作品からの回想は5酉B以降，認められ，後半で

は霊的なものに対する希求も見られるように立った o

初めから Th.'こは気さくに声かけてきたが， 4回目以

降，臨席の参加者に話しかけるようにな号，他者の非

品に対する関心を強く示すようになった。制作の感想、

試当初から肯定的で「最高ですねJ.rこういう時間が
有り難Lリ， I喜んで、おりますよJ，r心さわやかjなど
であった。

1 :最初の取り掛かりに時間を要したが， Th.の説明

に納得すると切り貼りでき 制作に援助法ほとんど必

要なかった。参加に拒否はなかったが，常に呼吸菌難

や倦怠惑があり，集中度は品まり高く立く，時には投
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げやり立態度が見られた。 5回目頭から写真選びゃ台

紙の密室に一生懇命さが見られるようにまった。逼和

な性格で4回目まで、は対人交流がなかったが，徐々に

話しかけられて路じる姿が見られるようになり， 6回

目以降，自分から臨席の参加者に話しかけ，作品を分

して家族の話をしたち 題をつけるのにとントをもら

ったりと笑顔で会話が弾み 他者との親密な関保が生

まれた。また題も絵々にテーマ性が語うるものに変化し

た。感想、は最初から否定的で法主かったが， 6毘Bに
fうれしpJI楽しLリがいっぱい出て，以後， Iまた
やりたpJ，rうれしいやら，支分がいいですJまど，
作品の変化と並行した感情表現が見られた。

3 HDS-RとBEHAVE-AD(j)得点(表 1・2参照)
以下，対象の A-B・CをI群(認知症)， D -

E-FをE群(アルツハイマー病・ハンチントン病)， 

G . H . 1をE群(その他:認知症の診断名なし)

とした。

HDSーまを芸構療法開始前と終了後で比較すると， 9 

名中8名(1・聾群とハンチントン病)は合計得点が

増加し， 2名(アルツハイマー病)は減少した。項目

別に得点、を見ていくと，言葉の記銘，物品の記銘では

全群で増加あるいは変化なしが多かった。また言葉の

流暢性は 1. m群で増加島るい辻変化なしが多かっ
た。言葉の遅延再生は増加した者がE群で2名， 1群

で1名いた。全群とも増加の見られなかった項目は計

算であった。また言葉の遅延再生，言葉の涜暢性は，

韮群の 2名 (AD)で泣減少した。

次iこBEHAVE-ADの結果であるが， 1 .置群は当

初から低得点であち;まとんど変北が晃られなかった。

宜群は D . E (アルツハイマー病)で問題行動が若

子増加し， F (ハンチントン鶏)は大きく減少した。

なお増減の内容を見ると D-Eは妄想が減少し無

言的な行動・不穏・抑うつ立どが増加しており， Fで

は妄想・律個・無目的な行動・不穏・悲哀の減少が見

られた。また Iで増加した問題行動は身体症状による

訴えのみであった。

V 考察

1 コラージ、ユ標法の翠知的効果

コラージュ療法の認知的効果について，コラージュ

作業過程と作品にみられる特徴の変化を中心に考察す

る。 本お， HDS-R'ま認知症のスクリーニングテスト

であるが，記櫨などの認知機龍が直接測定でき，認知

症検出の感度・特異色やMMSEとの並脊的妥当性も

高いとされている 11)。よって本研究では HDS長の持

つ限界を踏まえながら その結果をコラージュ療法の

認知的効果について考察する欝に参考とした。

まず作業過程の中の素材の選択について述べる。選

択という行為は判断を伴うものであり，選択の意図牲

が高くなるlまど判断・記樟・思考といった多くの認知

機能が動員されると考えられる O 選択場面では，開始

当初誌作業に取ち掛かれず戸惑っていた対象が，徐々

にき々な素材の中から好き立ものを自発的に選ぶよう

になり， A'G'Hにおいては素材同士の関連や作

品のテーマ性を考慮、した意罰的な素材の選択を行う様

子が観察された。そのことから囲を重ねる度に対象の

認知機能が賦活され それが A'G'Hでは特に著

しいことが推察された。また素材の構成を行う際に

様々な認知機能が必要となるのは明らかで毒る O 構成

場面の経時的立変fとを見ると 選んだ写真をただ並列

表 HDS-RとBEHAVE-ADの得点結果

HDS-R BEHAVE-AD 

芸箭療法開始前 芸街療法終了後 芸諦i要書法廃始前 芸荷療法終了後

i群 A 9 1 9 

B 9 1 4 3 3 

C 。 3 7 7 

11群 D 1 6 1 5 9 1 1 

E 1 4 9 5 5 

F 2 5 1 7 3 

111君孝 G 2 2 2 8 G G 

H 2 2 2 5 O G 

1 6 1 6 む

I群:認知症 豆群:アルツハイマー病・ハンチントン病 盟群:その飽(認知症の診断名なし)
なお，芸構療法終了後に増加したHDS-R得点と減少したBEHAVE-AD得点に下鶏をつける。

ーiF0
 

1
i
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表 2 HDS刊の項目別得点結果

X 
年費量 日時の見当識 場所の見当識 言葉の記銘 計算 数字の逆唱言葉の蓮華再生物品の記銘 言葉の捷韓性

1点 4点 2点 3点 2点 2点 6点 5点 5点

障措前終了議 開拍菌襲了議 罷詰菌懇7護開始前襲了後 聾詣菌襲7撞覇詰欝襲7後開撞爵襲了後 間接需襲7後関撞前経了後

l群 A Q 2 2 3 3 O O G 3 2 4 3 

B O G O O O 3 3 2 2 G O 2 2 5 

C O G む O つ む 9 3 O O む 。O O O O G G 
11群 9 O G 2 む む 3 3 O 4 2 4 4 3 2 

E む G む G 3 3 O 3 O 3 3 2 

F む G 5 む Q 。 3 O む O 5 O G 3 G G 

111群 5 4 4 2 2 3 3 2 2 O 5 4 5 5 5 

H 4 4 2 2 3 3 2 2 む 5 5 4 3 5 

3 2 2 2 3 3 O 5 4 4 2 

1群:認知症 11群:アルツ八イマ一橋・八ンチントン病 111群:その他(認知症の診軒名なし)

な晶、芸術療法襲了後に増加したHDS・R得点に=繰、減少したHDS-R得点に一線の下隷をつける。

的に配置している状態から A ・2 ・D'Eのように

素材を台紙に収めようと写真を切り込んだり， G-H

のように様々な独創的表現を工夫したりするようにな

った。この結果から構成においても回を重ねるごとに

認知機能がより活性北されていることが推察された。

次に切り抜きや貼り付けであるが 鋲の使用は糊付

けとともに手続き記龍であるため 比較的重度の認知

症でも可能な#業 12)とされている O 本唐究でも，こ

れらは HDS-Rが最も低得点であった c.pに該当
し，彼らでは注意や集中力の高まりという結果を見た。

物の形に沿って切り抜く作業法，物の部分を全体との

関連で認識しながら銃を入れる方向を判断し，注意を

集中して切り進むことが大切であり 複数の認知機能

を盛要とする。 B'C・D'Pの集中度;立高く鋲を

上手く使用できたが 3 ・Cは顔面と髪の毛を切り

離すといった認知判断の障害が晃られ，この特設は全

期を通して持続していた。さらに A-B'G'H'I

で法，活動回数が多くなるとつれて写真や作品から過

去の回想を惹起する場面が多く晃られ，エピソード記

檀の賦活が誰察された。

なお，これらと併せて HDS-Rの結果を述べる O 今

回，アルツハイマー病以外の認知症・その地と考えら

れる 6人の芸能療法開始前と 12回終了後のヨDS-R得
点では，終了後に得点の増加が見られた。これらを下

位項目でみていくと 全体的には時時記撞や注意機能

で良く，さらに高得点者では言語の流暢性や近時記'撞

でも改善傾向を示していた。このことから，音楽療法

を併用したコラージュ療法に認知機能の改善効果があ

ることが示唆されたと考える O 立お，アルツハイマー

誌の 2名では ADで特徴的に障害される 13)言語の流

暢註と近時記憶をみる課題で悪イヒ傾向を示した。この

ように ADに対する 6ヶ月の非薬物療法で認知的効果

が見ちれなかったのは松間ら 14)の訴究結果とも合致

する結果であった。

さらに， BEHAVE-ADの結果について歩し述べる。

BEHAVE-ADは元来ADの問題行動を評価するスケ

ーんであり，問題行動の発現に ADに特徴的立認知機

能が関連すると考えると 認知症・その他の高齢者の

本得点が低く変化がみられなかったのは当然と思われ

る。 AD者 2名の合計静点は識かに増加しており，今

回誌ADでの総体的な問題行動の減少はみられなかっ

た。しかし一部消失している問題行動があること，活

動中にみられた惑情や行動面への良い効果が毒り，石

崎 15)が報告している継続的立コラージュ宗法で、AD

の開題行動が消失した事例を考えるわせると，コラー

ジュ、療法が ADの開題行動減少に寄与することが期待

できる。また，ハンチントン病者の問題行動減少には，

毘毘への注意や意欲の向上が影響しているのでは立い

かと考えられたG

上述した，このよう主認知的効果は，決してコラー

ジュ療法の作業的f層面だけからもたらされた効果では
ない。観察した結果で見られたように，対象の注意・

関Jむを高め対人交流の活性化を促す集団とf固に焦点を
当てた関むり，あるいは惑情を安定させる Th.の存在

が補い合って認知的効果の向上に果たす投製が大きか

ったことがあげられる G 剖えば HDS-R得点が増加

した A'B・C ・P'G・耳と変1tしなかった Eを
比較すると，注意・関心の度合いに明らかな差が認め

られた。つまり関心の高まちと注意の持続があって記

樟や言語機能は活性化するのである。また宇野ら 16)は

美稿療法の制作活動に伴うグループ内でのコミュニケ

ーションを通じて理解力低下が坊がれたと述べている

が，今回はそれ以上の，備えばAに晃られたような

対人交流が刺激となって思考を発展させる場屈が観察
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された。感情の安定や快い体験が認知的効果の発現に

寄与するところも大きPo1・2田昌は投げやりで拒

否的立言動をみせた Cが「お宅がちゃんと言ってく

れるから，ありがとうJ とTh.の支援で切り抜くこ
とに集中するようになり HDS-Rが0)点から 3点に

増加したのは，コラージュ療法の持つ心理的安全を保

証した関わりがあっての結果と考える O

コラージュ濠法の持つ独吉牲については，中村勝治

の論文 17)に詳述されている G す立わち，①カッティ

ング作業，②構成作業，③貼り付け作業段階を経過し

ていくことで内界に喚起したイメージや自己表現内容

を自分自身で薙認や修正する体験過程を持つという，

そのことがコラージュ作業自体が治療的な営みで、ある

ことを示唆していると述べているが，心理事室法として

市民権を得ているゆえんでも為ると考える G 今回は，

さらに，コラージュの作業過程が認知機能を拡活する

動きも持っていることが示唆された。

2 認知症菖齢者への非薬物事法としての意義

水野 18)は， I認知症に対する非薬物療法の意味は，
現在のところ，薬物療法よち効果的であるといった積

極的な理由というよりも認知症に対して治惑を目的と

した薬物がないからといった消極的理由に拠らざるを

寄ないでしょうjと述べている O そのためか，非薬物

的治療といわれるものの多くは，元来，認知症のため

に考案されたものではないという。音楽療法，回想法，

芸能療法，園芸療法，動物介在療法主ど多くの非薬物

療法が，他の領域から高齢者に転用されてきているの

である O このような歴史的経避を勘案すると，日本で

の信人心理濠法で、あるコラージュ療法が，認知症高齢

者の非薬物療法としての意味をもちうるかについて考

察することは意義があると考える。

擁呆性高齢者のグjレープを対象とした芸術療法を実

践している松開 1引は それがどのような昌的で行い

うるかという視点で考察している O 芸街事長法の目的と

しては，①患者の内面を理解する，②認知面へのワハ

ピ1)テーション，③情動の賦活・解放，毒患者同士・

家族同士のつながりを深める @生活にリズムを与え

る立どが考えろれるという O 筆者らは，音楽とコラー

ジュを併用した今回の支援を芸箭豪語と位置づけたが，

吾楽は既に非薬物療法として歴史的にも古くから位置

づけられている O しかし コラージュ辻心理療法とし

て芸術療法に笠童づけられているが その機能を認知

面に焦点、を当てて検討した先行研究は克当たらなかっ

た。そこで，今回，認知面への僧きかけを中J心とした

非薬物療法としての効果について検討し，その結果に

ついての考察を上述した。そこで明らかと立ったよう

に，①一④までの目的はコラージュ療法で、も全て当て

はまると思われる。④では 家族を支援の対象として

い立いのでそれを除くことと ⑤の生活面にリズムを

与えるとすることの実証は 研究者が対象の日常生活

場面にかかわっていないことから 十分立製察を行っ

ていないなどの摂界があったため 一部達成としか言

え立い。松岡の目的に合わせるまでもなく，挙げられ

ている非薬物療法としての目的は これまでコラージ

ュ家法研究で明らかにされている効果でもある。

其体的には，日常生活では全く話題にすることのな

P亡夫への思いが毎回 f男性JI神社仏関JI仏像・
憎缶JI花」が貼られた作品に投影され，コラージュ
作業を通して思考・感情の表出が可能となった Eの

事例を挙げることができる C また，石靖 20)と同様に，

コラージュ豪法は言語機能が障害されるアルツハイマ

ー病者の効果的な内面理解のためのツールと立り得る

ことは明らかで患った。 酒人心理療法を葉国療法とし

て用いた場合の効果は 非薬物療法である回想法と同

様の f騎染みの関係」による対人関係の深まりが得ら
れている G さらに日常的に法 参加者が欠寓したり遅

刻すると，不在を気にかけ案Cたり理由説明をするな

どの言動がみられている。今後 どのようにE常生活

に組み込むかを考えるなら「生活のリズムを与えるj

という役割も担うことができる。

以上から，コラージュ療法は認知症高齢者にとって

望ましい非薬物療法の一方法として位冒づけることが

できると考える O

3 研究の限界と今後の課題

本研究の対象は，老人保健施設の認知症エリアに入

所中の高齢者で，言語によるコミュニケーションが可

能で退所の可龍性がある者という条件で選択された

12入について芸術察法を実施した。しかし，途中で3

人が退所と体調不良のため分析と考察の対象は9人と

なった。このように対象が施設に入所中の限られた高

齢者であり，その結果を比較する対照群を設けていな

い左どの限界がある O 業って コラージュ療法が全て

の認知症高齢者の認知機能の賦活化に有効であるとす

ることには限界がある。

但し，今回の研究誌，“かかわりの質"を加味した

費的研究であるため，個到性を尊重し，自主性と安全

性に配慮、した16¥要最小限度の介入を心がけた結果であ

η，そこで寿られた結果には意義があると考える O 統

計的手法での信頼性・妥当性の検証に誌欠けるが，結

果を一般化するために泣今後も症例数を増やしながら

実証を重ねていくことが課題と考える O

また，今回は対象への負担を考麗し，認知機能の暫

定に簡便で容易であり 短時間で行える HDS-豆に限

定した。従って結果の解釈には 評倍尺度の限界を考

室、すべきである O 認知機能に着目して認知症にコラー

ジュ観察評語スケーんを用いる場合，言語的コミュニ

ケーションと詮意・関心の項目に含まれる認知的要素

をどのように整理するかについても考恵する必要があ
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13)目黒謙一:神経心理学コレクションー痴呆の臨床

一.東京，医学書読， 46-50， 2004 

14)松間恵子，朝田隆法か:非薬物療法がアルツハイ

マ一望痴呆患者の認知機能に及認す効果-予備的

験討老年精神医学雑誌ラ 13(8): 934， 2002 

15)石崎淳一:上掲6):104-108，2001 

16)宇野正威，金子健二:運動療法と行動療法一美術

療法認知症の予防と治療助団法人長寿科学

振興財団， 189，2007 

17)中村勝治:コラージュ療法の独自性.杉浦京子，

森主主寛之編，現代のエスプ1)ーコラージュ療法

東京，至文堂， 44，1999

18)水野裕:認知症の非薬物察法.からだの科学，

立結論

本研究では，以下のことが明らかとなった。

(1) コラージュ療法の作業過程には，認知症高齢者に

残存する認知機能を賦活化する働きがるる O

(2)音楽察法を併用したコラージュ療法は， 7)レツハ

イマー型ではない認知症高齢者にとって認知的効果

があることが示唆された。

(3) コラージュ療法が十分立認知的効果を得るために

は，対象の注意・関心を高め，対人交流の活性化を

促し，感情の安定化を留るかかわりが重要である。

(4)集団で行うコラージュ療法に誌患者の内面理解・

情動の賦活や解放・対人交流の活性イとの働きととも

に認知的リハどワテーションとしての鱒面がるり，

望ましい認知症高齢者の非薬物療法として提案でき

るC
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Abstract 

In this study， we considered psychotherapy or psycho-socia1 approaches for elderly people with dementia as a form of 

non-drug therapy. We analyzed the effects of a clinical intervention using collage therapy with a focus on the loss of cogni-

tive function that is the central symptom of dementia. 

The subjects were twelve people (the ana1ysis subjects nine) living in the dementia section of health service facilities 

for the elderly. Activities using music therapy together with collage therapy were conducted twice a month over a period of 

six months， and the effect was evaluated using HDS-豆andthe collage observation assessment scale. 

Results indicated that， excluding AD patients， six out of seven had an increased HDS-R score after intervention. Moreover， 

it was shown that activation of interpersonal exchange， increased attention and concem， and stabilization of emotion con-

往ibutedto maintenance and improvement of cognitive function. 

From the work process and imp詑 ssionsof the work created it can be said that significant aspects of collage therapy as a 

non-drug therapy included feelings of satisfaction and achievement， cath訂sis(purification of feelings) connected with rec-

ollection， and behavioral changes. 

Key words : elderly people with dementia， non-drug therapy， collage therapy， music therapy 
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